








































































目的 

精神発達遅滞児を対象にした 0 歳からの超早期療育の試みが,最近大きな注目を集めつつ

ある。超早期療育には,医学・心理学など学際的アプローチによる体系的プログラムが不可

欠であるが,その方法,内容とも未だ確立されていない。 

また,超早期からの指導が非常に重要であることは経験的に述べられているが,実際にその

効果を検討した研究は，安藤(1979)にみられる以外,ほとんど明らかにされていない。 

本研究では,0 歳からのダウン症乳幼児を対象にした超早期療育プログラムを試案し,次に

,そのプログラム実施による効果を検討(中間報告)することを目的とする。 


